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I はじめに

中国は，建国以来今日に至るまで三つの5カ年

計画を一応終了し，現在は， 1971年を初年度とす

る第4次5カ年計画に着手中である。周知のごと

し資料面の制約が大きいため，これら経済計画

の内容および実施状況に関しては，知り得ない点

が多くある。その中でも特に，計画の中核を占め

る投資に関連して，この膨大な投資をまかなう資

金がいかに調達されるかという点については，不

明な部分が多い。

本稿は，この不明部分を多少でも明らかにしよ

うとする趣旨から，利用可能な資料が比較的とと

のっている第1次5カ年計画期（1953～57年〕を対

象期間とし，この間における投資資金の調達構造
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を検討しようとするものである。

以下では，まず最初に，国民経済全体に占める

投資実擦について概観し，次いで，この投資資金

がどのようにして調達されたかを明らかにする。

そして最後に，第1次5カ年計画期の「資金循環

表」（「マネー・フロー表」）の作成を試み，これを基

礎にして当該期の資金循環の動向を試論として考

察する。

なお，以下の分析では計数が多く用いられてい

るが，これは，資金調達構造を把握するには定量

的アプローチの手助けが必要であるという見地か

ら，行なわれたものである。したがって，そこで

試みられている推計作業も，推計それ自体を目的

とするものではなく，あくまでも補助的手段とし

てなされたものであることを付記しておく。

H 投資状況

l. 投資の規模と特色

第1次5カ年計画期の中国経済は，おおむね順

調な拡大過程にあり，国民所得は年平均成長率

9.7%のテンポで増大している。そして，この聞

に実施された投資は，当該期にとられた工業化優

先政策位1）を反映して，総額で1010億元の規模に

達しており，これを国民所得との関連でみると，

国民所得のうち23.4%を占める部分が投資に振り

向けられたことになる（注2）。
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第 1表問民所得と投資
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（出所〉 (1）生産国民所得：石川推計， Ishikawa,S., National Income and Capital Formation 仇 Main！仰 d

China, The Institute of Asian Economic A妊airs,1965, p. 45. 

(2）可利用国民所得：生産国民所得士検出入差額，輪出入差額；第11表。

(3）投資煩：（可利用国民所得x投資本）ト減倒潰却額。

投資率，’53～＇56；国家続三トi斗宝「我盟国民収入生産手口分配的初歩研究」（[j'統計研究』 1958年 No.

1) 12ページ。

’57；薄一波「統計工作在我国社会主義建設中的任務和作用」（『統計研究』 1958年 No.1) 

6ページ。

減価償却額；石川推計， Ishikawa,op. cit., p. 147. 
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(4) 設備投資：（可利用国民所得×投資率）×固定資産比本十減価償却額。

{5) 在宙投資：（可利用国民所得x投資杓×流動資産比ユ字。

固定資産・流動資産比で手，国家統計九j室 liff掲論文 14ページ。
（単位：%）

国定資計

流動；T i 

次に，投資内容をみると，設備投資が大半を占

めてじいるものの，資本主義諸国にltへて在庫投

資のウヱイトが高い点が特徴的である（投資tこ占め

る在庫投資の比率，中悶：第1次5カ年計雨期28.3%,

日本： 1967～71年9.8%，米関：同4.7%）。この現象

は，当日寺山下fl国が計］WI経済の緒についたifがりで

あり，百十両が必ずしも円滑には運誉されていなか

ったことに一部起因するのではないかと推測され

る。ただし， 1956:f[oは，あとでみるように，（1）政

府設備投資（基本通設投資）の急増，（2）攻府と国営

企業の賃金支払総額の増大，（3）農業貸出の伸長，

等の理由からもたらされた社会購買力の急速な増

大仏生産財および消費財の供給増加を上向った

えめに位3），市場は逼迫し，それに伴い，在庫投
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Ⅲ　資金調達
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資の水準も苦しく低下してl 0 

2. セクター別投資状況

本稿では，中国経済の主襲セクターを，使宜上，

下記のごとく区分している。

政府 中央財政，地方財政

｛向工業：国営，合i乍社，公夜、
都市（ 私箇企業
l個人：都市府民

農村一操業：生産合作社，農村居民

金融（「1111］人民銀行
I ¥ )_;''l,付信用合行止

海外

このろ h，投資の実施主体としては、政！tr，商

工業，農業のコセクターが学けられる。ただし，こ

こでいう政府が実施する投資とは，国家財政支出

の一部を構成する投資支出，すなわち財政資金に

よる投官士吉川、しているのであって，政府投資と

第2表セクター別投資額 （単位億元）

政府山，(53叫（58.0）怖の：（73.7)(67.5) (62.8) 
, 91 I 109 110 ! 168 156 634 

〈設(iiii)' <82)[ (96) <95) (151）く134)(558) 
く在庫ノ ( 9)! (13) (lf>) (17) <22> く76)

商工業＇2)I (3A} I (Z~:/1 (2~o S) (Ii? （古川辺）
く設備〉｜ ( 1)1 く0) < 9)1 (17) (12) く39)
く在庫〉｜ (52)! く52) (41)1 ("1) (29) (173) 

農業叩1;ss)・c1i73)(l~t1<1むれit (l臼
〈設備〉 く15) (16) (25)i (41)i く30)(127( 
〈在｜車＞ (10)1 (11) < 9）！く 3）＇く 4) (37) 

1. (100): (iOO)i (100)! (iQO) 1 (iOO) (foO) 
計 j 1()9 i 188 ! 194 .: 22~ ! 2~1 1 , OlQ 

（出所〉 (1）政府セクター：財政支出中の帯積性支出。
石川推計，石川滋『中国経湾発展の統言！的内允I』
アジア経済問究所 1960年 58ページ。
(2）商工系セクター：残差。
(3）農業セクター：石川推計， Ishikawa,op. cit., p. 
188. 

ただし‘ 1954年の設備投資額には，若干の修正が
施されている。すなわち，石JI!推計の21億元を使
用すると，残差としての商工業セクターの設備投
資が，グロスペースであるにもかかわらず，企51宮
元となるので，それがOとなるように調整されて
いる。
（注〉 （ j内は構成比（）判立：%）。
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いえども実際に投資を行なう主体は，あくまでも

商工業もしくは農業セクターということにたる。

ともあれ，上記区分にしたがって 3セクターの

投資実績を推計し，その特色をみると，政府投資

のウヱイトが圧倒的に高いことが注目される。す

なわち，第1次5カ年計画期の総投資額の62.8%

は政府セクターによる投資であり，また，設備投

資のみに限ってみると，実に77.1%が同セクター

によって実施されている。ただし，在庫投資につ

いては，商工業セクターが60.5%の比重を占めて

おり，政府セクターを上回る規模を有している。

(il.1) 第 1l:1'. 5カ年計画の基本的任務は，（1）工業

法占をすすめ‘ u－；，＋義的工業イじっ初歩的土台合つく
3こと，（お農業j：よぴ手工業bこ対一Jる社会主義的改造

の初歩的な土台をつくること，（3）私営工商業に対する

社会主義的改造の土台をつくること（中国研究所訳『中

ほお1次5カ年λ：，ru東洋経済新版社 1956年 10べ
ーン〕。

くflc2〕本尚三i'UIJする国民月1N：九社会主義概ふ

の NetDomestic Productであり，たとえば，十一ピ

ス部門の所得は除外されている（Ishikawa,S., Nation-

al Income and Capital Formation iπ Mainlmιf 

China, The Institute of Asian Economic Affairs, 

1965, p. 6.) 

〈注3) 問（＇.；堅報告〔『 J、民日報』 1957年3月10日〉

匝資金調達

1. 資金供給機構

以上みてきた膨大な投資は，結論的に言うと，

。

「財政資金Jr銀行資金jおよび「自己資金Jのし、
ずれかによりまかなわれてきた。そして，本主主で

は，ウエイトの高い前2者を考察の対象とする。

最初に，第1次5カ年計画期の主要な資金供給

機能を図示すると第1図の通りである。

これら諸機関は財政部系統および中国人民銀行

系統の二つに大別されるが，この供給系統の相違

により，投資資金を「財政資金」と「銀行資金」
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Lιi所） I lonni thornc, A., Cソ1ina’sEconomic Sy’p 

t,,n1, Lοndon, George Allen and Unwin Ltd, 1967, 

p. 404.ょう作成。

CD （：）交通銀行： 1958年比中国人民鋲付の管打；下
に移管。

勺） 「11同農業銀行： 1963fFJ1月に日務院直属組織と

して再び設立。

とに区分す→ることがjjSf起となろろむ

すなわに 「財政資金」とは，財政部から財政

部管轄下にある中国人民建設銀行を経由して供給

さhる資金を怠けましており， 1951年のqi!ill人民建

設Ml行設立以前は，実通銀行経由で交付されてい

た。

｛也方， 銀h資金」の供給は，＼_ij務抗出轄の中

固に民iJH7が一元的；土掌握している。ただし，農

村への資金供給には，中国農業銀行（1955年3月～

57ヰ4月のみ存在Jおよび農村信見合作tuJ：中目人

民知行のけi助者として機能していた。たお，中国

人民銀行の管轄下にある中国銀行は，海外におい

ては，凶12:，貸付等の各種銀行宗務を’はなんでL、

るぷ， l司l''i面では，対外貿易やタト回為弘、；こ関；坐し

た業務に限定されており，国内の資金供給におい

ては重要心役引を果たしてνなν。また，公私合

営IE行いう当初j，商工業の註会主主改造を推遇す

る趣旨から営業を行なっていたが，その融資対象

範問が私/itt:,'J '.IーにB.＆定されてL、たよこのに，？土

会主義改造の進展に伴い自己の存立基盤を失い，

早ベも1953年以降，徐々にではあるが，中国人民

銀行の預金吸収機構に変質してかったUU）。

なお，竺こで掲げた「財政資金」と「銀行資金」

との区分を前に述べたセクター別投資との関連で

みこ、と， l有者が政府セクターの投資に，後者が商

工業および農業セクケーの投資にそれぞれ見作う

こととなる。

2. 「財政資金」の循環

11 j 「財政資金」 ο特色

「財政資金」は，無利子，返済不要を大きな特

色とする。した沿っ℃， 「財政資金Jを取り扱う

中国人民建設銀行は自らの活動の中に利潤創出の

メカニズムを有さず，単なる予算の実施機関とし

て機能しているにすぎない。しかしながら，経済

建設の中核を占める自家資金の使途を監督すると

いう意味では重要な役割を荷なっている。

なお， 「財政資金」の使遠別形態をみると，設

官官，運転の2種類からなっているが，古iJ者が圧倒

的なウエイトを占めており，第1次5カ年計画期

全体で88.0%の比率念示している（政府技資に占め

るit't備投資比率ラ第21－！：参照）。

(2) 「財政資金」の使途および際泉

まずi最初に， 「財政資金」の母胎ともいうべき

国宋財政円収支状況を，第1次5カ年，n-凶期につ
いて概観すると．総合収支は1956午を除き黒字基

調で推移している。ただし，これを経常収支と金

融収支：二［五分してみゐと，金融収支が‘ 19δ5年以

前はソ連からの借款収入により入超を示してきた

ものの，それ以降は借款の返済圧力が増大したた

めはi超i二転じるという際立った酌きをみせてL、る

点カミ注［Iされるつ

次に， 「財政資金」に見合うところの財政支出

に占める投資支出のがj向をみると， 195:'i年までは

ラ
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出費支出をド回る水準にあっえ：＇.＼ ；；とれ以降はそ

の地｛：，＇.，：，ぅ2逆転しており，第1；大5カ午計画期iこ行

なわれた投資のうちかなりの部分が，後半2年聞

に集中して実施されたζ とがつかがわれる。

第 3表財政収支 （単位：億元）

1953 1954 

言収入（）割出 m 釦 310 
融常収収 入｛乃 214 245 249 280 303 
入山 1 4 11 23 7 7 

債款）） ' ~~） ~g> (6) 
(6) （ー（7~（対外｛者 ) ) (17) 1) 

も得九議主閉山｜出｜捕 剖i7 3師 描；日〆4) 214 241 256 295 275 
(91). 109 110) (168 (156) 

出出~ I (123) ~132])• ~146) c121~ I <119) 

金（（〈公対対H外E債外借支証投償1返uD還済資））｝ I <~~1 （ー。c:l

11 11 13 

m1 m (5) 
(4) (4) 

総経金 合常 収 支支支 ! +3 +16 十 5 
,.19 ! +22 

rM：収i:iz 
0 + 4'" 7 .c15 十28
十3 +12 +12 " 4 "(i 

地銀（注方現j行）引一川千用信算：）貸B運資恥金金
』4》 1 

24 16 

（出所〉 (1）総収入，総支出，地方予算運転金繕加，

重良行信貸資金増加：
’53-'56；「第1次5カ年計画時期国家予算収支統計
表」（『財政』 1957年 No.S).12ぺ－Y。

’57；李先念「1958年度財政報告」（『中華人民共和国
ゼ：IJI柔制」 No. 7) 117ぺーグ。
（斗i径常収入：総収入ー金融収入。
(3）金融収入：：公債，対外借款；藤本昭『新中国の悶
家財政の日究』 有斐閣 1971>i"- 103ページ。
(4）経常支出：総支出ー金融支出。投資支出；第2表，

f「i費支出，残差。
(5）金融支出：公債償還；債務支出額（『財政』 1957
q: No. 8 32ページ〉 対外情款返済。対外借款返
新，対外投資；第11表。

とく二ろで， 「財政資金」による投資がいかなる

分野に振り向けられたか；こつuて，~.直接矢口り得

る資料がなU、が，第4去のセクター別基本建設投

資の実績から，設備投資についてはおおよその傾

向が把握ロJ能である。それによると、第1次5カ

年計商期全体で，工業セクター68.7%，商業セク

6 

第4表セクターJ.llj基本建設投資 （単位；億元）

119臼；叫195蜘：1郎7 計
土業一一J;・ Jιιj 60 ! 67 i IOS:元~（6一正す） 

I I , I 378 
〈工業） !(28):(38) (43) (68) (72) (249) 
〈建築業＞ I< 4>1< 4>i< 3>:< 7>i< 5) <2a> 
〈資源調査？ I< z>Iく3)i<3)!< 4)1< :-i) (15) 
G軍事会通 f言〉｜くll)i(l5)l(l8）：く26)!(21), (91) 

商業セクタ－ I a I 41 4 I s I 4 i <4z~) 

農業セクター Is I 4 i 6 I 12 I 12 ! <7 ;} 

その他！ 24 I 2s I 16 I 23 I 21 i c1詰）
五一 γヘーー｜一一下一寸一一一十 (1砺
計 i加 i日i 日3 148, 138 出。

（出所〕 国家統計局編『偉大的十年』 1959年 48ー

49イーゾより｛十成。

（注〉 (1) ( ）内は構成比（単位：%〉。

(21 本表の数字と第2衣の政府セクター設備投資

との若干の相違は，資料出所の違いによる。

タ－t1.2%，農業セクター7.6%の苦手jり振り ιなっ
ており， ；財政資金J(7)大半は工業セクターに供

給されていたことが明らかになる。

一方， 「財政資金」の源泉を理解するために財

政収入の内訳をみると，商業および工業セクター

の寄与率が庄倒的に高く，しかもその比率は年々

増大しており， 1957年には88.8%の水準にまで遣

してしる。商工業セタターは，現金（工荷HDのみ

ならず，利潤，償却基金（ただし，基本償却基金の

み）までをも上納することにより，国家財政に多

大な貢献をしていたのである。すなわち，立~ 1次

5カ年計箇期の国家と企業の利潤分配関係をみる

と，企業が実現した利潤のうち，計画達成分は全

て国家予算に納入する義務を負わされている。そ

して，計画を超過達成した場合でも，その一部は

企業奨励金および社会主義競争基金として企業の

手元に留保することが認められてtれ、るものの，

超過利潤額からこれら奨励金を控除した残額の

60%は国家に上納することになっている岨2）。ま

た，償却基金についてャえば，過半を占める基本償

却基金（固定資産が廃棄されたのちその鏑杭を全面的
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に回復するための基金）〈注Uは国家予算に納入する

ととになっており，大修湿基金（固定資産の使用期

~.n内に発生した部分的障mを回復するための基金）の

みが企業の手元に残すことが認められている。

第5表財政収入の内訳 （単位：億JG)

1 項目川I)

経常収入 214: 245 249 280 I :l03 
（税収入） ! (120) 1 (132) (128) (141)' (155) 
〈工商税） I <83): <90) (87) (lOl)j (113) 
〈関税・探税〉！ <10> < 9) ぐ10>1 <10>1 <12) 
〈農業開） i <27; (33) 01>1 <30）く30)
（国営企些 i ！ 事業収入） (77). (100) 1 (112) i （叫（1制
（その他） 1 (17) (13) <~9) i (5) I (4) 
金融収人 4 17 2::i 7 7 

いH- 218 262 . 272 ' 287 310 

2. セクタ－5.JIJ i 
寄与準C2l; I 

商工業，83.5%83.9%.~.~%87.5%88.8%
そで 繋：rn.4 14.2 1i:-i.2 11.2 11.2 
その他I3.1 ' 1.9 1.5 1.3 0 

（出所〉 (1）項目別収入：’53～’56；『財政』 1957年
:¥'o. 8 32 ＇.ージ。
'57；李先念「1958年度財政報告J124ページ。
(2）セクター別寄与率. '53～ち6；「従国家予算省
我国国民経済的高最長j （『統計工作』 1957年 No.
12) 28ページ。
'.17；『中河＂I：溢 1959{1.l中国研究所 286＜＇.ージ。

以上から明らかな通り，「財政資金」の循環は，

財政部が，商業および工業セクターの蓄積を財政

機構を通して吸い上げ，それを中国人民建設銀行

経由？工業セケターを中心とする各種投資全体iこ

けして主として設備百台を供給すみとし寸形態に

なっているといえよう。

i3）予算外資金

中国においては，上記財政資金のほかに予算外

資金という概念が存在する。すなわち，第：q芝で

ノ訴されている叶政収支は中央財政と地方財政を連

結したものであるが，このほかに，地方政府や企

業が同家予算の枠外で収入を組織しその支出を按

配できる独自の管理権をもった資金が存在する

（！主主税付加r, l；商税付加3 企業手I］刊の留保分，大修理

基金等〉。そして，予算外資金の規模につヤては，

大躍進期に急増を示したものの，第1次5カ年計

両期tこは国家予算の10%前後にとどまっていたと

いわれている〈注4）。

なお，予葬外資金を，本稿のテーマである資金

調達の観点から位慣づけると，本来「財政資金」

に帰属すべきもの（民業税付加，工商税付加等）と，

各投資主体の「白己資金Jに含まれるもの〈企業

利潤の留保分，大修漣基金等〉とに大別されるが，金

額がそれほど大きくないということもあり，以下

の分析では，一括して「自己資金」として取り扱

うこととずる。

3. 「銀行資金jの循環

(1) 「銀行資金」の特色

f財政資金jとは異なり，有利子，要返済を特

色とする（中国人民銀行の貸出・預金利率については

別表7参照）。

「銀行資金」の使途別形態は，貸出先の業種に

より下記のごとく異なるが，運転資金が大半を占

めており，中国においては， 「設備は財政資金J

「運転は銀行資金」という基本的ノfターンが確立

しているといえよう G

（農業貸日備，運転
商業貸出：運較
工繁貸出；運転

(2) 「銀行資金jの使途および調達

（イ） 中国人民銀行の機能

「銀行資金Jを一元的tこ掌握してャる中国人民

銀行の業務は，以下の通りである（注5〕。

(i) 貸出・預金業務：各積経済単位が保有する

腎時的遊休資金を吸収し，工業，農業，商業に対

する短期の貸出，さらに必要な時には，国家の委

託により農業に対する長期の貸出を行なう一一全

閣の銀行信用の中心。

(ii）通貨調整業務：現金管理と流通貨幣の計

7 
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それらが中白人民銀行から各種

投資主体に貸しIllされる形態になっている。ただ

し，農村に関してはそれどは異なる資企循環志げよ

よび通貨であり、画的調整を行なう 全国の現金出納の中心。

各種経済単位の振杯決済を行

主国の決済の中心。

貨幣犯行業j完 全自唯一の貨幣発行機

i：！（；斉業務lliiJ 

なう

この点については次節で、触れる。られるが，(iv¥ 

「銀行資金jの使途（ロ）問ワ

中国人民銀行のセクタ－jJlj貸出残高を推計する(i：＞銀，外田為替‘国際iた済の統外l:kJ業f;:i:

工業セクターの在庫は商業セクターが受け持), 一管理を行なう。

つという）J式が一般化しているために，後者が最｜耳1主代理業務。(vi I 

その比重は1957年12月大の借入先ととEっており，I ¥-ii）真付信用合作？上の指導。

人民銀行の吸収資企の大半は商業セクターの運転

資金に振り［rt］けられていたことになる。他方，各

セケターの立場から運転資金調達における摂行借

入依仔度をみると， 1956年で工業セケターは：10%,

商業ヒクケーは70%前後〔れわであるといわれて，，、

したがって，中田末現在で74.6%に達している。旧日経1汗各部門に対する銀行信HJの監

督C

以上V＇）諸はがJ心刊I~ ；：＋~： J:，中白人民銀行のベラン

）
J
 
I
 
l
 
l
 
－
 

（
 

そのうち午、？に全額の大ー｜よされるが，スシ－ ,'I二

資疋勘定では貸出，負債勘定ではfj』きな件日は，

これら主要勘定科いを金および通貨である＂ 1T6 J。

この主うな商業ヒクターの銀行依存度の高さ

も，中国人民銀行の当該セクターに対する貸出傾

斜の一肉として挙げられよう。

ここで，商業.%3上び工業企業に対すみ［銀行資

の貸付帯I］慢の変還を概観する。 Eず， Iリ52年

以前；主，中国人民銀行の貸出は中央の各主管部に

る中国人氏銀行のバランス〆ートを大

第6吉十ノ＞i邑りである。

「民行資金」の主7こる源泉はi五：_Sc:;15

H日にHi:計十ふと，

すなわん，

中心にして，

(1ド位， 位、；C:)ヰlITT人l（銀行の lVメ第6表

fr'i 
f いその他-m余，，1 .l必＿q （け

負''L 'ii 
よ十A(.... やL
l-l:UXム i.-"
1'111 

各企業へは主管部から資金社してのみ行なわれ，B9 
171 
221 
273 
:rn 
:107 

14 
17 
＇＞＇》
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:ri 
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に
リ
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リ
パ
ハ
リ
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t
i
【

4
4

q
J
F
U
「
D
に
U
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リ

日ソ
104 
14リ
192 

20'-l 

13リ
171 
221 
リηっム，.＿，
:u1 
:107 

11 
Hl 
l十i
20 
15 
20 

12K 
1 (jl 

20:i 
25:1 
:ilfi 
2内7

1952 
1953 
1954 
1955 
1956 
1957 

がうど付さ，ll.,るという「余庄市ILがとられていた。

その後，財政管理採が主管部か九

中rm人民銀

しかしなぶら‘

下部門仔企業に委譲されたの；二il',',

hが企業に匡iiをfrし出す）JュU，：とられるようにな

二内功｛＇；－， lilt'JJfことられた貸付方式が， 1953／、 r,
’／」C

」

れi土、貸付極瓶，限度額，期限等を部llかく定めたも

ので、企業に対する銀行の監符機能がきわめて強

そのため，企業什イ rからの反

企業の財務の全収支

を相殺したのちラ不足分のみを貸し付ける方式で

与： lnから実砲された「新貸付制度！で、ある。

日午7月には［財政収支差額制度j

二fLi士，がi淳入されごいる。

いものであ ＇） ／こJ

事b方二st:1り，

（，＇判所〉 1 fi山 、52～＇5G；二±三1！産一外貨準（1ii10
'57; I Isi山 jf!,;f,I Iぇi札口， K. I l，λlum・y ,u，ιl :U川 ／，？
tu，γ l'o!i. .¥' !fl Co111 /Jlllllist （プhina,New York & 
L,,nd川 1, （＿、olumhi:tCniversit~· I》re目， 1971,p. 125 

宇ト ~'J:if;'lii. ,fu Jく。
';(, y良全 I I引川）推計， Ibid.,p. 16:: 

11; Jιi'z: l lsia, > ナ江・；；I,Jin’ 
（乃）そのi山白、S2～、弓I)；その（也／？三氏N: HY・;, （一・57） 
全f戸j一7、；二i主用。
・5 7 ; _L~ .:; ,] -.f.)i:r:十j凶ft）。

(;)J 1本；：t,.fi土、と玄q功定日Rのみをけ象としてお
り，たとえば｛fjf-'i[,',i;:とrt佐山＇J'iと守：は［徐タトさjしてし、る o
.:-, 丸山長；·，－とのいとし凡 ftfl,」；土，内部自Ht~に111、＇ i するも

のとすろ。

8 
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第7表 セクター別貸出残高 （単位：億元）

部一一面~（商工業） ' 
｝ぞキナ(4）ヘョ

年末 il] 営
一一一一一私営 3' 計 （農業j 口”

商業 loてす＂＇I小言！
19s2 112 ! 9 121 , 2 I 
1953 139 ! 12 151 , 3 i 
1954, 111 I 16 193 : 4 I 
1955; 217 21 238 5 i 
1956' 248 24 272 14 ' 
1957 <74.t,) ll.5) 247 (4.z)' 
214 33 12 、，J
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（出所〉 (1）商業貸出：残差。
(2）工業貸出：：石川推計，石川前掲書 86ページ。
(3) f:LhH日；：（イ）’56／末決耳石ほ，対前引いi期比9.4
億元の泊.！Ji!（薄一波「1957年度国民経済報告J＜中
華人民共和国法規糞＇／ 1,/,JNo. 6) 152ペーシ）。

（ロ）私営貸出残高は，農業貸出残高に比例するとみ

なす。
（イ），（口）より算出。

'(4) t'UfH! I＼：’52～’56，防J｛；新「我国主集Jl1Jc業発
展資；－1;,!'t'J道路」（『経済研究J1958年 :'--Jo.l) 32 
J、、－・／。

’57；李先念「1958年度財政報告」 119ページ。
（注〉 (1) 1957年10月，中国人民銀行が，現行の貸出
手lj率を改訂した場合の利息増減額（年間〉を同年
9月末現tEの残高を」J;ijl: （こして試算してし、。（［中

国人目立Hf自国於調整現行公次利率的報官！仔仁1，華
人民共和｜司法規糞編J;'\o. 行；• 345べー〆）。これ
に基づき残高を計算し，上記推計と比較すると下
記の通りである（Donnithorne,op. cit., p. 422. 
参照〉。

業
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対象時点が具なるため絶対額はかなり相違するが，

セクター別構成比はおおむね一致している。

2) そのほか、国営商業貸出残高については、下記の

指数が：i，こられている （ii'紀言「加強目白I前業信貸

結算仁n促進企業節約使用問家資金jくr中間金融』
1955年 No.15)5ページ〉。これを本推計と比較す

ると次の通りで，おおむね一致している。

1952. 1953／，在

117 

(124〕

]!J:i'1/末

157.3 

(158) 

指

f本 iiiれ計〉

1()川

ClOO〕

3) （）内は構成比（単位：%〉。

ある。しかし，このような方式では，銀行貸出が

補助金的性格をおび，企業の経営上の欠陥をおお

いかくしてしまうという問題が発生する。そのた

め， 1955年に韮づて，国営商業企業に対して，在

庫物資tこ基づいて貸付を行なうという「在庫見合

貸付制度」が定められた。この制度のもとにおい

ては，中国人民銀行の貸出は商品在庫にのみ限定

され，それ以外の支出は「財政資金」あるいは

「白己資金jによってまかなわれることになった。

また同時に， III営工業企業に対しては，財政tHIが

各企業ごとに定額の運転資金を決定し，定額につ

いては「財政資金」で，定額以外については銀行

借り入れで調達子るという方式が採用された。し

かし，その後の大雌進期におVて，銀行の貸付;¥jlj

度は混乱し， 1959年には，一時的ではあるが，運

転資金は全額銀行｛告り入れでまかなうとい弓「企

額貸付制度Jが導入されてU、る位的。

このようなわけで，運転資金の調達における

「財政資金Jと「銀行資金」との区分は，第1次

弓力年計画期にじし、ては流動的状態にあったとい

える。その後， l960年代iこはい ・） てから，この［＂－：

分が明確になったといわれているが，参考までに

それを示すと以下の通りである（注9）。

(] ) 工業企業の場合

定額流動資金一一「財政資金J

認す府幹）「銀行資金」

(2) 商業企業の場合

商品資金一一「銀行資金」

非商品資金一一「財政資金」

i欠に， f強行資金jの使途状況さとより具体的に

理解するために，中国人民銀行の主要貸出先であ

る商業セクターの動向を観察する。中国の園内商

業ルートには，（1）国営商業系統，（2）供舘合作社系

9 
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統，（3）定期市，の3形態があるが，そのうち，社

宗主義組織である前2者が主導的地位を占めてい

るc そして国営商業系統と供鈴合作社系統は

以下のゴとじ各行政レベルに平行して分級管理

制を施いている。

第2図 社会主義商業機構

• v一一 一i，＇ ↓＇le－白色ー一千吟但白血4・：＋－－一日－，，、・！a＜：.＼ ゃー ＋ 

－ 

~·－~一·ー一.む.. i九三ォ ., 

f' r主

〈参考〉

行政市且縁 省一寺区一一県一一毅；

( iJj所） 菅訂正久「農村における流通合作化政策の展

開」（『中国農業の展開過程に関する研究』 亜細亜農

業技情交流協会 1960年） 227ページ。

（注〕 本図は， 1956年3月の国務院「関於国営商業工

業品機構下｛申的決定」 lこ基づき，国営商業系統によ

る同品流也の主主握が強化された時期をけ象tこ作成主

れたものである。

望号l；火5カ年計前期における上記両系統の関係

をみると，供鈎合作社は農村における国営商業の

有力な助手であるという原則のもとに，国営商

業二都市セ！？ター，供蛸合作社＝豊村セクターと

νぅ分業関係が一応確立されてし、之。この原則に

基イいで，たとえば，農村，，の商品供特について

は司国営商業が卸売段階を，供鏑合作社が小売段

階をそれぞれ担当し，他方，農産物の買い付けにお

い・n-.t，国ぷ商業による直接買U、f-tけと供舘合作

社による（同営商業の委託に基づく） ft理買い付り

を併存させる方式日とられていた。なお，三（.＇）間，

供鮪合作社の比重を減少させ，国営商業による一

元的商品掌握体制の強化を図ろうとする動きが繰

10 

り返し展開されてきたが，結局のところ，農村に

深く根をおろした組織である前者が長年にわたっ

てつちかつてきたきめ細かなノウハウを，後者が

代替することは，不可能であるという認識が高ま

り，その後も，供蛸合作社は独自の機能をもった

組織として存続している〔注10〕。いずれにしても，

第l次5カ年計闇期においては，国営商業と供舘

合作社が中国人民銀行の主要な貸出先であったの

である。

次iこ，これらの組織が担当した商業活動をみる

と，農村関係の取り引き，特に，農産物の質い付

けおよび販売が大きなウエイトを占めている。中

国の場合，主要な農産物は国家tこより独占的に掌

握されており，収穫期になると，国営由業あるい

は供錯合作社広農村セクターから農産物を統一

的に買い上げ，都市セクターに供給するという体

制になっている。この農産物の移転が国内商品流

通の過半を占めていたのである。したがって，資

金面でも農産物買い付けのための借入需要が大き

く，中国人民銀行の商業貸出のうち50＇；｛，以上は，

社会主義商業機構の農産物買い付け資金（前払と現

在、の2通りがある〕に使用されている〔注11）。

川 「銀行資金」の源泉

中国人民銀行のパランスシートからIYJらかなよ

うに， 「銀行資金jの最大の源泉は各種預金であ

る。そのなかでも，政府セクターによる預金が過

半を占めており，その比重は1957年12月末現在で

59.8%に達している。

政府預金は，財政資金による預金であれ具体

的には，国庫預金，各種機関団体預金，基本建設

預全、保険収入等を内容としてu、る〈注121。これを

機能的にみると，（1）財政収入と支出の時間的ズレ

に伴い発生する預金一一財政収入は全て，いった

ん中国人民銀行に預けられ，実際の支出時点まで
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第 1段階（1950～53年〉：農村を中心にした

中国人民銀行支店網の拡大期。

第 2段常（1953～55年〉：農村信用f，作社の

伸長期。

第 3段階（1955年以降）．都市貯蓄吸収組織

に比大している世間。
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の発展期。

そして，第1次5カ年計画の最終年度である

1957年には，預金吸収単位約15万個所（中国人民銀

行支店2万，災村信用合｛字社10万，都市貯蓄吸収紘織3

万），それに携わる今人員数約66万人（中国人民銀行5

万人，農村伝用合作社26万人，者ill市貯蓄吸収組織35万人〉

の規模tこまで増大している。

(3) 

Hsiιao j｛おト， Ilsiao, of>. cit .. p. lli'.l 

J内i土↑再1i.¥U仁（半f,'.,::りυ）。
(U¥ CJr) 

財政収支の黒字引き 11：せ工（'. • ,2: li:1政余剰金

部分、元l；残i雨、つ主たる構成要因となってL、＂：，〆 itl3〕の

とし、えども、実質的には，ニケ上うに「犯行資企」

農村金融

；主！五i当初のr!11iJにとって，国土の広大なスベー

(3) 

fj i二f屈しJlt J交資金全主fだな；叩れにしているJ¥f工

、ζ ！C 

政府預主力子、さな比重を占めてL、るとiよ，， .えー

スを占める農村部の金融を一元的に掌揮すること中lι！人民主良行は政府以外のセクターか （， ！））鼠全吸

(l ；二七おi.tf: ？~；ブJ を払っている。す.／（わに‘中医l人

民銀行，＇） =tfj企没収ネ y トワークi工、（1）中［l-1人民;i;}l

しかしながら｛土，緊急fρつ重要h課題であった。

生産組織の

中央の政治

当時の農村部においては，その反面，

また，集権化が未発達の段階にあり，J3 支店、，：2，良lHil；における良村信用合f1tJ:,

多くの

困難を伴う事業でもあった。当初J，中国人民銀行

は， ［二J己深題遂行のために，農村吉本に相当数の支

管理も十分には及んでいなかったために，よυ、1,31都市；＇＼ i：：二おける貯金処，貯金代行処，の三

これら組識の発展状況イ－， '1、「JtPi:行le_': }. lて

干記の三段階を経たウ.，・，.0.；宝三：石川去でみると‘

トワークの発反'I：出人民銀行不ツ3記 P表
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店を開設したが（第9表の第1段階），それだけでは

不十分であることが判明L，農業専門強行および

農村｛吉田｛；作社の2穂の f椛識が創設はνし珂用さ

れる運びとなった。

付） 良業専門銀行

まず， 1951年7月に（ 1 ）畏村預金を資~源とす

る農民および互助組に対ナる長期貸出，（2）農業関

連国家投資の実施・管理（それまで交通銀行がその

任にあたって1ぜ、た〉，をi長＊任務とする民主信用合作

銀行方、没立された。しかしたがら，当時は主だ，（1)

国家投資に占める農業関連投資の比重が小さく，

(2）農民の長期資金需要が少ない上に，（3）農業集団

化が泣f了していないために出金吸収が国難をきわ

め，さ「＇：こは，（ 4）中間人民銀行の拡大期とt立なり

人材確保が容易でなかった，といったさまざまな

制約条件があり，新銀行は実質的な活動を行なわ

ないままに閉鎖された

次いで， 1955年3月に，中国農業銀行が設立さ

れた。中国農業銀行は，（1）農村預金，財政資金，

そして一昨日Jには中同人民主良行からの計入令，こ

れらを源取とする個体農民，合作社，お上ぴ，国

営農場に対する長期ならびに短期の貸出，（2）農業

関連国家投資の実施・管理（それまで中国人民建設

銀行がその住之あたっごい／：＿）， (3）農村trm:H件上の

推進主；工ひ、ff理，を主fニ石業務内容として発足し

たが，（1）農業集団化のための資金供給という当銀

行が荷なつだ最も重婆な任務の遂行にあたって貸

出政策が｝川号に流れたこと‘（2）農村Uii] .'1'1字社お

よび中国人民銀行との聞の分野調整がうまく L、か

なかったこと，等の理由（注16）から，わずか2年後

の1957午1JJには閉弘、されている。

以上川よ｛二く， 19初年代に設立さ jした二つの農

業専門銀行は，いずれも，農村部における中国人

民銀行の業務代替，さらには，交通銀行あるいは

12 

中国人民建設銀行の業務代替という期待された役

却を，実費的には果たしえないままに消滅したの

である。たどし，その後1963年に至って， r11国農

業銀行は再び設立されている。

（ロ） 農村信用合作社

建国以前の解放医において，すでに，次♂〉‘：；f兎

の農村信用命作組織が存在していた（注17〕。

(1）信用合作社：信用合作組織の最高形式であ

り，社員か人山出資金および預江主を源泉と Lて在

只に対して貸出を行なう。

(2）供鋭、合作社内の信用部：出資金は徴収せ

ず，供舘合作社の社員からの預金を源泉として社

対して貸出を行なう。

(3) 信用，J、Jtll（.信用互功記i，伝Ill互助，HJl.）ι 三o～

30戸の農家を基礎単位とするもっとも小さな信用

会作組織であ ηう信用合作社と同様の業務を？？だ

フ。

このうち，もっとも重要な組織は信用合作社で

ある。その数は，第9表に示されるごとく，第1

次 5 カ年計凶期に jヨいて急速に発展し， 195,{f~に

第10表決H信用合｛字社の Br’S （単位：応元、

i 資産＇負債
年末；一一 一i~·一一 lー l

貸出＇ Pt預金｜言i 11＇，資金預金日 i

1 9 5 2 一一 1ー ！ー
1953i 1 li 一 1 1 
1954,liS  611.5  6 
1955 316  91217  9 
1 9 5 6 I 5 I 8 , 13 , 3 ! 10 13 
1 9 5 7 j 6 I 18 j 24 ! 3 j 21 24 

(t住所） 「農村金融工作十年末成就巨大」〈『ヰu；〔大
公報』 1959年9月26日〉より作成。
（注） ただし，上表の預金残高には，再預金残高を
中国人民銀行の農村セクター預金残高（第8表〉
と合致させるための調整が施こされている。因み
；こ，上記公表l白半！｝こ掲載されてし、る預金残高を示
すと次の通りであり，調整l去の数字とおおむね一
致している。

山 2 1953 , 1954 I 1955 i出 6I附
6 11 • 21 (・Cc) 
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単純化のためにいく本！認の作成にあたっては，（主，末端の行政単位である錦仁平均して1佐の劃

今で仔在していた〔郷の数は約8万といわれている〉

W'.18）。農村借用合作社は，（1）農村に県くっていた

それらのうち主要

なものを列挙すると，以下の通りである。

(1）本国は主として国民所得のうち蓄積部分に相

当する資金のみを対象としているので、政府，都

市および農村セクターの消費支出に見合う資金の

宿環は示されてし、ない。

(2）海外セケターは園内の資金循環に重要な役割

つかの項目を省略しているが，

高利貸与Fの私的信用機関を打令1Jしそれにとって代

12）中白人民m行の奥村部での金融活動を補
という 2大使命を遂行しつつ，業容を）I関

を果たしていないために省略されている。

第111｛で，当該期の対外収支を参考までに示して

なお，

；），＼］！こ:jT＿＞：大して＼、ったのである。

具体的な禁事状況をみると，要村rn：の遊休資企
を出資金および預金の形態で吸収し，そのうちの

一部を社員の貸出に振り向け，残額を中国人民室長

付に再）賞金すると 1,、うff；到を行なってL、るつ農村

わる，

完する，

収支（単位；億元）

11950-521195311954!195519561957 
I .1 I 

輸 出（I)1 77 i 38/ 43/ 531 5f>i 59 
輸 入川i 88 I 431 411 571 531 必
収 支い i " 11 I ,. s! z!ム 41 31 14 
対外借款叫； 22 ! 4, 91 171 1 
対外イ背款返済（3)' 一 一｜ 21 5! 5 
対外投資仙 - I 3l 41 4 
外貨準備（培減） • 11 I " 11 ?I 41 ,, 5 

（残高） 11 j 101 1n! zo; 15' 

（出所〉 (1）貿易収支： Ishikawa,op. cit., p. 89. 
(21対外借款：藤本前掲書 84ページ。
(3）対外借款返済： Mah推計， Mah,F. H.，“Fore-
ign Trade，＇’ in Economic Trends in Communist 
China, ed A. Eckstein，羽T. Galenson and T. C. 

Liu, Chicago, Aldine Publishing Company, 1968, 

p. 710. 

(4）対外投資： Mah推計， Ibid.,p. 713. 
（注〉本表は略国際収支各項目のうち金額の大きな上
記項目のみを対象としており，海外送金等は除外さ
れている。

おく。

「銀行このような活動を通して，借用合作社は，
外)t ~11 表

資金J:7〕循尿iこ参与していたのである。

なお、農村信用合作干上は， 1958年8月の人民公

社出現に伴い， 一時人民公社信用部に組み込まれ

一5
4
5却

その後再び，独立した組織にもどったもよ

行であり， 1963年に設立された中国民業銀行の業

務内窓の一つには「農村信用合作社の指導」が唱

われている。

たが，

(3）中国農業銀行は，すでにみたごとし実質的

機能を十分に果たさないままに閉鎖されたので，

除外されている。

(4）農業税法おおむね現物税のため，いったん現

物形態で財政部に納入され，次いで，現金化のた

めに政府セクターから社会主義商業機構に手渡さ

れるとし、う経路をたどるが（注19），本図では後半の

経路が省略されている。

r3 

資金循環図

以上の考察を基礎にしながら‘第1次5カ年計

間期のおおよその資金循環をまとめたのが，第3

1ヨである。

第1/;: 5カ1fit十画期の資金循環1,1家3図

4. 
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工・差是業生産物潤の価格差指数

1952年＝100

第12表さらに，本図においては，資金循環のlまかに実

物の循環が加えられているので，以下では，

1 9 5 2 
1 9 5 3 
1 9 5 4 
1 9 5 5 

1 9 5 6 
1 9 5 7 
1 9 5 8 
1 9 5 9 

（出所）米沢秀夫『中国経済論』
年 342べーゾ。

この

点にっし、て解説する。

対象とした実物の循環は，国民経済において重

要な役割を荷なっていると思われる下記品目の流

通である。

工業製品

産財

(1) 

1968 動草書房
生

国営工議企業→社会主義涌業機構→P,l

常工業企業

国営工業企業→社会主義商業機構→長

iイ）

べき蓄積を，商業ないしは工業セクターに吸い上

このよ

うにして商工業セクターに帰属したところの多大

な蓄積は，院金のほかに手lj潤，償却基金までをも

上納するという財政機構を通して国家に集中して

げられていることが理解される。そして，'¥,) 

費

国滋工業企業→社会主義商業機構→農村
＼、都市

日才

村

治（ロ）

「財

いたのである。

第1次5カ年誹画期の資金循環において，

政資金」の規模が「銀行資金」に比べてきわめて

物産
!t-11 

／ε支(2) 

この

現象も，扶：｛;l~/illi格差が当該期において縮少過程に

いぜん存在していたという事実

を芳慮することにより，説明可能となるのである。

大きいことは，すでにみたところであるが，

あったとはいえ，

（注1) 主体才「1955年城市儲蓄工作的努力方向」

ff中間金融3 1955年 No.3) 5ページ。

Cit 2) 隊本昭『新，1：「j三！の国家;[jrt交う研究』：＇J芝関

1971年 221ページ以下o

（注3) 主主本償却基金および大修理益金の定義は，

イiii i滋r中i十iff済発展グ総，才的研冗 I』（調査研究m告
双議7〕アジア経済研究所 1960年 116ベージ。

（注4) 予算外資金については，宮下忠雄『中閣の

山政制度』（アジア径約.i>7JI1r＂研究 JX:,<; 147) アン戸経

済研究所 1968年，および，藤本 fj1j掲書による。

〔法5) 李成瑞，左春台『社会主義的銀行工作』中

1.;,11政経済日i）！｛辻 1964'1' 30ページ。

en、6) IIsiιao, K. H., Money and Monetary 
Policy in Communist China, New York & Lon・ 

Jon, Columbia University Press, 1971, p. 88. 

(it 7) 、;t:：，）•＇. 秀夫 lr1l1日経済論』効率三塁房 1968"?

425ベージ。

いた。鉄状価格差とは，工・農業生産物問の1種

の不等側交換の表現であり，民民が価値以下の価

格で農産物を販売し，価値以上の価格で、工業製品

を購入することを意味している。建国以来，

製品小売価格の引き下げ，および，

け価格の引き上げ政策が，漸次推し進められた結

果，政：［た価格差i土、第12去でみるごとし年を追

って減少はしているものの，この問題は，今日に

工業

長産物買い付

最やt.》社会主義商業機矯→都市

ところで，中国の場合，上記循環のうち都市と最

村セクターとの問て、の工業烈品と農産物との交換

過程において，旧社会が残したところの挟状価格

格差（シエーりが存在しており，これをし、かに是

正してヤくかが，建国以来の大きな課題となっ二

至る主で解決されていなν。

ここで，本図に即してこの問題を考えてみよう ο

鉄状価格差が存在することによれ農村セクター

は割高な工業製」7，の買い入れ，割安な畏産物の販

売を余儀なくされ，その結果，本来自らに帰減す

14 
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〈注8〕 nH制度の変遣については，宮ト 前総書，

および Hsiao,op. cit.に上る。

（注9〕 平成瑞，左春t,, 白iJ掲書 103ペーク。

（注10) 商業組織については，菅沼正久「農村にお

ける流通合作化政策の展開」 cw中国農業の股聞に関す
る研究J 恒川亜農業技術交流協会 1960il）ーおよび，

米沢市J財たによる。

（注11) Hsiao, op. cit., p. 102. 

（注12) 浅子和「関於国家予算収支平衡，［溜家信貸

収支平衡，物資供給平衡問題」（『財政』 1957年 No.

6) 1 ..、ーノ。

（注13) Y'c ,r( 前掲書 432バージ。

〈注14) Hsiao, op目 cit.,p. 36. 

（注15) Ibid., p. 40. 

（注16〕 Ibid.,p. 48. 

（注17〕 f",H信用合｛乍たの制i絞について。I守 jf下忠

雄『中w.;C J；山口・金融制i「ζ」（7／ア経済初伝統冗双書

115）アジア経済研究所 1965年による。

（注18) G. -erノレチネ（熊回享訳〉『五つの共産主義

〈下〉』〔モfti: iく書833) t可決iり店 1972年 Llページ。

（注目） Eckulund, G. :¥'., Financing The Chinese 

Gorernment Rudget・Afain!andChina 1950～1959, 

Chicago, Aldine Publishing Company, 1966, p. 57. 

N 資金循環表による考察（式論）

1. 資金循環表

資金調遠権造に関する以上の検討を土台にし

て，第nたらカ年計画期の資金循環表（マーネー・
フロー表jの作成が可能となる。資金循環ぷとは，

l国の経済活動における国民所得の流れと金融の

流れを統一的にとらえようとする趣旨から利用さ

れるものでありこれ仁Jこり、資金が円ゴLから

だれへjそして「どういう取り引き形態；で流れ

たかが明らかになる。

ところで，資金循環表の作成にあたっては，ま

ず， 「セケゲ一分割j と「取り引き分組jを確定

しなければなんない。本稿では，「セクタ一分割j

に関しては，すでに述べたところの，（1）政府，（2)

（都市〉商工繋，（3)C都市）個人，（4）農村，（5)（金

融）中国人民銀行，（6)（金磁）農村信用合作社，（7)

海外，の7セクターを設定し，また，「取り引き分

類Jについては，金融勘定科目として，（1）現金

（通貨）， (2）預金，（3）出資金（農村信用合作社）， (4）公

法，（5）貸出，（6）外貨準備，（7）対外信用〈対外借款，

対外投資〉，の7項目をとりあげる（なお，資金循環

章受の作成手続きおよび結果については， J}IJ表1～6を参

照のこと）。

2. 主要セクターの「資金過不足」状況

(1 i政府

当セクターは， 1956年を除き，資金余剰部門と

なっている。そして，その余剰j金はおおむね政府

預金の形態をとり中国人民銀行に預けられ，当行

の主要な資金源泉を構成している。

錦13表政府セクターの資金過不足 （単位：億元）

（湾！41周〉持） 28 1 L>17 11 ! 37 17 
51 9 9 9 

(11) （必）｜ ω (cS) (26) 

（調経も円ム 達常〉収 支款fff 。:! ム7 L>l5 28 bl 4' 4 3 

借調対外借 入整
4 9 i 17 1 。。。 2 。
8 21 23 。,,.5 

（計） (11) (42); (37) （ム8)1 (26) 
一一一一一一can芳〉 5}1］表2～6より作成。

1111主iでは，農業が国民経済に大きなウエイトを

占めているため，農業の作柄が翌年の工業生産高，

国民所得，ひいては財政収入にまで大きな影響を

与える。いま，第14表で，この関係をみてみると，

前年が豊作であった1953年の財政収入は対前年比

31.3%の急増を示しているが，前年が不作であっ

た1955年のそれは対前年比 1.6%の微増にとどま

ってL、る。

1955年は，このような財政収入の伸び悩みが主

閣となり，経常収支段階で赤字（7億元〉を計上し

たが‘その不足分をソ連からの借款〔17億元〉等で

15 
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§;/;14表農業生烹と財政収入の関係 士、i111JiFJ;七｛中ひ

1 9 5 2 1 9 5 3 1 9 5 4 1 9 5 5 1 9 5 6 

十15.3 ~- 3.1 十3.:i 十7.7 －ι4.9 
(f/{1 I （平年｛乍j （不11二） f思ff') （不｛十）

十30.3 ート16.3 十5.6 十28.2
十14.4 十 9.4 十6.6 十16.5
十17.2 --i 7. I 十5.9 十11.5
十31.3 十1,1.5 十1.6 十12.4

(J単｛立・%）

1 9 5 7 

十3.5
（平年作）

十11.4
+ 7.8 
十 7.1
→ 8.2 

i;'t 業社、生
({j: 

ロと 1¥';i (I) 
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業
生
産
政

T
i

工
生
阿

生産高｛
総生産高（［ I 
氏 1コiJj' i斗｛守
入 （経常j 山

(U-F"fr) (J，農工業総竺定it可：『偉大的十年よ 1(，，：ージ。

コ・ {1t1'i N ・ R・ヂr>' ¥-V・ゲーや： ・/ :. ( 11江田芳夫訳｝「中国経済の分析とJri望」ぺりかん社 1971年 137
η 、
／＼｝？．、／。

,31 生産同氏所得：第 Vi足。

·~i 日i政収入e 第3表。

埋め （＇，，／）せることができたため，品終的；二は，資

金余剰f；‘生じ，政府預金の穣増し（28応元）が実施

されてし、る。他方， 195fr4三の場合，収入面は前年

山豊作を背去にして対前年比12A＇；むの｛中びを示し

たものの， a方の支出面が，第I次5カ年計画の

1年短縮j主「l支をめざして実施された基本建設投資

の急増，お上び，この年のうffミに行なわれた賃金改

革に伴う賃金支払郁の著tit等を主［弓と Lて土i前

年比15.2（）らという出L、子ンポで増大した結果，経

科？収支は大幅赤字（l；，位冗）を余儀なとされたuそ

の上、 ソj車計款の厄済圧力が加わったためにぷ字

削はさらに壮大し、結局のところ，政府預全の取

り崩し (17佑元Jおよび，中国人民銀行からの借り

入れ CZ 位~·cJ fこより，不足資金のもfjl員が図「〉れた

のであるc

(21 商工業

'Jセケクーは， 1956年を除いて司 ！白己資金j

を上t，，，る規模の投資を主砲しておりラ中区i経済に

おける最大の資金不足部門となうている。そして

この不足額fJ：，主として，中！万人民主iτl行からの｛昔

り入れによりまかなわれているO

なお，本去に；：I・ f:されている投資とは，すでに

みたゴとくう 「財政資金」によらない部分のみを

r6 

第 15表 （都）！”i荷工業セケターの資金過不足

（単ff，；：位元）

1953 11制； 1955 1956 ＇附
（運 用）

性Gく政化 庫備資金〉〉 〈く：h52 50 16 41 < 0) くく 9) くく11~ s12> 
(52) 41) .ol く29)

預 0 2 11 1 45 1 .051 
CJ十） (53) (54) (61) (61) (,,10) 

（訪I, j主）
！己資金 22 11 15 20 17 
｛ヰ 入 31 43 46 41 ム27
（日十） (53) (54) (61) : (61) (.olO) 

（出所） 見！J表2～6より作成。

対象としているので，ここでいう設備投資は，国

家財政に依拠しなLパ投資を意味しており，また，

運転投資は，工業部門の定額超過流動資金，非定

額流動資金、商業部門の商品資金それぞれに見合

うところの投資を表わしている。また， 「自己資

金j とは，税金，手Jjj民基本償却基金を上納した

のち，なお企業の手元に残されている内部留保，

および，工南役付加等の予算外資会を内空手として

、ーザ
U、も〉。

ここで，参考までに， 「自己資金」の動向をト

レースすると，まず， 1953年の高水準が際立って

いるが，これは，手Jj潤基本償却基金上納品lj度が制

定後まもないために，当時申告不足や期限連れが
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（単位.｛，吉元）農村セクターの資金過不足}f,16哀広範に発生して1，、た（に l と＇＇） 亨情により説明さ
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第17表 中国人民銀行の資金i品不足 （単位億元）

1953 I 1954 I 1955 

（運貸外 用）

貨f計 準備出 !f 44 48 6 4 
) (32) (50) (52) 

金金貨 i~ 45 43 35 618 。4 17 1 M 
己資 i 3 5 5 6 t.2 
Ci!) (32) (50) (52) (58) （ヰ4)

（出所〉 別表2～6より作成。

ターに対する通常規模の貸付，および，操業セク

ターに対する大量の資金交付により，大きな純増

(63億元〕をみせているが，一方の預金融定は，政

府セクターの預金取り崩しの影響を受けて，前者

を下回る伸び（35億元〉にとどまっている。そし

て，この結果もたらされた大幅な不足資金は大規

模な通貨発行（17億元）によりまかなわれたので

ある。このため，農村および都市個人セクターの

手元現金は増大し，社会購貿力が急速に拡大した

わけであるが，他方，生産財および梢費財の供給

がそれに追いつかなかったために，一部では，物

価騰貴等のインフレ現象が発生したのではないか

と推測される位3¥

また， 1957年の場合は，過熱気味iこ推移した前

年の経済諸活動を縮少することに重点がおかれた

ため，中国人民銀行の貸出，預金，通貨の各勘定

はいずれも純減を示している。

なお，対外取り引きが国内の資金棺環に大きな

影響を有していないことは，すでに述べたところ

である孔事実，当世期間における外貨準備高の

増減は／ト規模にとどまっており，通貨供給の大き

な要因になっていない。

（注1) 草野文男『中共経済研究』明:5(議房 1962

年 176ベーク。

（注2) ｝＼下『中国／JH{ tli:i,J度』 154＂＂.ーシ c

（注JJ 「1956年の通貨発行増加署員のうち一部l主主

18 

M' Y注貨幣霧要を起えたものであるjといわれている（李

先念「1957年度財政報告」く『中華人民共和国法規紫繍』

No. 6) 115ページ〉。

V おわりに

以上第1次6カ年計画期の資金調達構造をみて

きたが，最後に，第4次5カ年計画下にある現在

の中国経請を観察する場合に必要と思われるいく

つかの視角を，今までの分析を基礎にして提供す

ることにより，結論に代えることとする。

今日の中国においては，工業製品と農産物との

i討の不等価交換の是正，すなわち，鉄状価格差の

繍少が，重要な政策課題の一つになっている（注l）。

三とで，最近のftlfi絡改訂の事例を遭ってみると，

まず，工業製品については， 1969年に医薬品（引

下げ幅37%〕悦2), 1970年にトランジスターラジ

オ（同不明〉（注3）の引下げが実施されており，そ

して， 1971年には，化学肥料〈同9.7%），農薬 Cln1

15%），灯油（同20.8%），ディーゼル油（同9.7%），さ

らには，ディーゼyレ機関，収穫機，自動車，ポン

プなどの農業機械（同平均15.7%〕等の農業関連

生産財の販売価絡が大幅に引き下げられている

出 4'o他方， Jl産物については， 1971年にはいっ

て，落花生，ゴマ，ナタネなどの搾油原料，油脂

（づ｜上げ編平均16.7%），および，＋トウキど（同15.3

%）等の買ヤ上げ価格の引上げが実施されている

也 5）。なお，これら農産物の売り渡し価格は据え

おかれたままであるといわれている値引。

このような価絡政策は，現在，積極的に推し進

められている農村地方工業の振興政策と密接な関

係を有している。すなわち，鉄状価格差の縮少は，

第3図からも明らかな通り，商工業セクターの利

混減少，農村セクターの所得増大という結果をも

たらし，このことは，従来，農村セクターから高
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工業セ '7.'1－：こ吸い上げられていた繋穣を、可能

な限り、前者；ことどめ，農村地方工業発展のため

の資金を潤沢にすることを意味している。いわば，

鉄状価格護の縮少は，農村地方工業体制の確立を

資金面から支える重要な政策であるといえよう。

このことを裏付けるごとく， 1971年の農村セクタ

ーの貯議棋は，同年に実施された大幅な価格改訂

を反映して，対前年比18.9%（注7）の増加を示して

いる（都市伺人セクターは13.8%（注8〕増）o

ところで 商工業セクターに累積して，， .た蓄積

を農村セクターに還元するというこのような政策

は，従来の資金循環構造にいかなる影響を及ぼす

であろ・＇， ;'; ・o 

まず容易に予想されることは，商工業セクター

の蓄積が相対的に減少することにより，悶家の財

政収入カ込影響を受け，その伸び率が，少なくとも

第1次5カ年d十画期に較べて，鈍化するとL、うこ

とである。一方，増加した農村セクターの欝積に

ついては， 1960年代以降の資金調達機構が不明な

ため断定的なよ二とはいえないが，いったん預金の

形態をとり中国人民銀行のネァトワークに預け入

れられるのではないかと推測される（注9〕。いずれ

にしても、挟状価格差の縮少により，第1次5カ

年計画期；こ比較して， 「財政資金」の〆パイ ・7't;；細

くなり，一方， 「銀行資金」のパイプがその分だ

け太くなるということは，十分に予想される事態

である，，

そして‘ ［財政資金」の相対的減少；ム当然の

ことながら，中央国営工業の投資の伸び率鈍化に

結びつく可能性がある。このことは，現在注目さ

れている、 i1」｜方等を含めた近代的中央工業官官門と

農村地方工業部門との間のパランス問題に対し

て，鉄状価格差の縮少テンポが，国家財政の中央・

地方聞の配分方法と並んで，決定的な役割を果た

していることを意味している。したがって、今後

の工業政策の展開を考察する場合，この点、を見逃

すことはできないであろう。

一方，「銀行資金」の相対的増大に関連しでも，

一つの留意すべき収がある。すなわち，少なくと

も1950年代をみる限り，経済活動における金融の

ウエイトは小さく，実体経済の動向に追随し，た

だ事後的に資金を供給する機能しか果たしていな

かったといわれている借問。したがって，今後は，

銀行を経由する資金量の増大が予想されるだけ

に，貨幣管理，資金管理等の分野において中国人

民銀行を頂点とする各種銀行組織がいかなる地位

を占めるかとL寸問題が，一段と重要にな.＇てく

るであろう。

最後に，農産物の買い付け価格が上昇している

にもかかわら子，その売り、渡し価格が安定してL、

るという事実に対しても，注目の要がある。すな

わち， 1970年の主要農副業生産物の買い上げ価

格は1950年に比べて約90%上昇しているといわれ

てL‘るが位11，，この上昇比率の尚さを考慮する限

り，少なくとも最近においては，買い付け価格と売

り渡し価格との関係は逆ザ、ヤ（注1わになっているこ

とが予想される。その場合，第1次5カ年計間期

の資金循環構造を前提にすると、この赤字以社会

主義商業機構により負担され，せして，その補填

資金は国家財政あるいは中国人民銀行によって供

給されることになる。いずれにしても，この上う

な赤字の存在が，財政ないし銀行の正常な投資・

貸出活動に対して制限を加える可能性もあるの

で，その動向については注意を払う必要があろう。

1付記〉 本稿（！）執筆にあたっては，石Jll訟，藤

本昭， K.H. Hsiao，菅沼正久，米沢秀夫，宮下

J忠雄，草野文男（引用！棋）諸氏の成果を参考にさせ
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資企過イJ足：金泌勘定各制［［の Fヘ差。

現金：第6表。セクター別は， O，⑫それぞれ50o/o(1955年議準〉として許算（曽凌「農業合作化対於農
村貨幣流通的影響」〈『経済研究』 1956年 No.6) 45ページ〉。

預金．第ぉ表。

出資金：第JO表。

公債・第3表の公僕発行と償；壁の差額。セクター別は0：⑬＝ 7: 3の比率で計算（『中央人民政府法令

業編』 1953年134ページ， r中華人民共和国法規業編』 No・1 289ページ， No.4 285ページ〉。
,g 貸出．第7表，第10友。

＠ タト~守準fr;;J: 首'ill夫。

⑬対外信用：第11袋の対外借款，対外投資及び対外借款返済を河建。

3. 注意事項

1) 0:債の発irと［汽還U，中！JI人日銀行の所管業務である広三ド表では，財政と公債購入者の関係のみを取扱っ
てu、こ＇0

1956年の政府セクターの中国人民銀行からの借入2億元は，第7表では（都市〉商工業セクタ…向け貸出に含

まれ℃いる。

予算外資金は，すでにみ之ごとく、各セクケーの「経常余剰Jに含まれるものとする。

政府行クケーの f資金過不足欄／C記載されてv、る「調整jは，本友の数字全体を整合させるために授けら

れたものであるが，その主たる内容は国家予算の会計ベースと現金ペースの相違により発生したものである。
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